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【目的】我 々 は、けい れ ん 発作の 発現における中脳網様体

（MRF ）の 役 書嘘 解明す る 目的で、ラッ トMRF に AMPA を微

量注入し、その 後の けい れ ん反応 を検討した 。 【対象と方法】

実験に は正 常無処置の SD 系雄性ラッ ト（n＝28＞剞吏用した。

電 極 の 装着 は 、pent（畑 b梱 麻 酔 下 で 、一側 MRF に

Chemitrode（24G の guide　cannda に、　20Dll　m の Stairtless　Steei

線 2 本をより合わ せた双極電極を貼り付けたもの ）を刺入し

た。 ラットは A 群（n＝15）、B 群（n＝10）、お よび C 群（n＝10＞に

分け、A 群に対 しては saline で溶解した AMPA 　10　 nrTnl を、

また B 群には salln｝e で穃解した AMPA2rurK ）1を注入した（注

入量 1．O　u　D。AMPA 注入は 幽 e     b か ら calMula を†甬入

し、　mmyrirlgelXlmpを用 い て 1分間で注 入した。

一・・
方、　C 群

は、saline　1．0μ．1 を同様の 方法で 注入 して 対照購 として 用 い

た。実験 里で は、AMPA 注入後 15分間の ラットの 行動 ヒ脳波

所見を観察した。実験 2 で は、実験 1 を施行したラッ トに対し

てそ れぞ れ AMPA 注 入後 15分、30分、お よび 45分の 時点

で 1分間の 音朿1嫐 （鍵音）を与え為 【結果1［実験 1｝A 群で は

AMPA 注 入 後 15 分 以 内 に 、h）paaCtivity（IYI5 ）、

mnningcirclng （13〆15）、generaiized　 torlic−d   ic　 seiznres

（（fi℃S）＠ 15）、お よび 扁桃核 キ ン ドリン グ 発作様症状

（AMKS ）（鴎 5）も観察され た。　B 群で は hypaactivity、

runningtcircling が観察された が、（r．IUS は 出現しなか っ た。発

f乍胤 こは MRF を中心 こ発作波が言忍め られ、　AMKS 時には扁

桃骸優位 に発作波が 出現した。［実験 2］A群とB 群で は音刺

激によ っ て hyperactivityや c血1i噌     g カミ譏 さ枇 ま

た、A 群では 15匹中 6匹におい て GI℃S が誘発され た。な

お、C 醐 ま実験1と2 の い ずれ に おい 窟溌 作症状は認め ら

れなか っ 鳥 【結語】AMPA 注入 によっ てもたらされ たMRF に

お ける興奮性神経伝達の 増強は （ncs を誘発するこ と、お よ

び、この 増強は聴原発作の 発現に 促進酌に関与することが示

唆された。

【目的 】淡蒼球 と黒質の 問には 抑制系の 反射回路が存在し

てい るが、淡蒼球て んか んモ デ ル で は 黒質が活性1腱 れ、て

んかん 発作に重要な関りを持つ ことを前回 の 本学会で明らか

にした。

今回 我ftは、て ん か ん モ デル として 、ラッ トの
一
側 黒質にカイ

ニ ン 酸を注入 して、けい れ ん発作を誘発し、その 翻 末症状、

脳 波所 見 、
1
℃−Dcoxyglucwe　A啣 rn

・胸一kmarenil

Aut（mxliqgram の 所見を検討したの で 報告する。

【方法 】体重250L3ヌ）gの 雄性 WIStar系ラットの 左黒質にカイ

＝ ン 酸注 入用の ス テ ン レ ス カニ ュ
ー

ラを定位脳手術装置を用

い て 挿入した。手術の 7 日後に左 黒質にカイニ ン 酸を 1μ g

注入 し、ビ デオモ ニ タリン グ装置を用い て 発作行動、脳 波所

見を約 3〔｝日綿躙擦 しta また、同様に左黒 質にカイニ ン 酸 を

1μ g 注入し、
i
℃−DCDxygluxrsc　A山cradiqgram

・ia −16tmazenil

Aut〔radiog　aam を作製した。

1結 果 】カイニ ン 酸 注 入後、約 ro分後より二 次性全般 化発作

が誘発され た。舗 h剛   などの
”
い わゆる

”
  ic敵 も認

め られた。発作は 約 3時間後をピ
ー

クに以後次第に減少し 12

時間後に は ほ ぼ 消失した。
且

℃−D αaxygh   Aut（radiqgmm で

注入倶切外側中隔野、乳頭体、海 馬、頭頂葉、黒質 視床、中

脳 網 様体、．ヒ丘、下丘 で 脳 糖 代謝 の 亢 進が 認め られ た c ま

た、
1奪   AutOfadiogramで は尾状核、海馬、視床、被

蓋 で BenzOdiazepine　bindingの 低下が認められ、拍劇系の 機

能低下が認め られた。

【結語 】カイニ ン酸誘発 による黒質てんかんモ デル で は、発

作型は淡蒼球て んか んモ デル で も認め られた体軸と長軸方

向に iUlling する特徴的な発作が 出現し起 海馬、視床で は

蜃4C −Der）xygluocseAuioradiog 　aam で糖 1．鬪 の
．
汽進が認め られ 、

なお か っ
1
      1AUtCiadi〔顧 m では Benrodiaz｛）ine

b  gの 低下が認め られ たことか ら、GABA の 抑制系の 低下

が、黒 質て ん か んの 二 次陸全般化 に深く関与して い ることが

推測された。

一 143 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


